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小・中学生広島訪問団

　
子
供
た
ち
が
訪
れ
た
広
島
は
、

四
土
〈
年
前
、
人
類
初
の
原
子
爆

弾
に
よ
り
破
壊
さ
れ
、
非
常
に
多

く
の
命
が
朱
り
れ
た
と
は
想
像
も

つ
か
な
い
ほ
ど
、
近
代
的
な
街
で

し
巡
。

　
到
着
後
、
子
供
た
ち
は
平
和
記

念
館
で
、
語
り
部
の
渡
辺
美
代
子

さ
ん
か
ら
、
被
爆
体
験
談
か
堰
き

ま
し
た
。
「
外
出
中
に
、
爆
心
地

か
ら
二
、
三
キ
ロ
離
れ
た
御
幸
借

で
被
爆
し
ま
し
た
。
九
死
に
一
生

を
得
だ
私
が
目
に
し
た
の
は
、
お

‐
び
た
だ
し
い
数
の
死
人
、
う
ご
め

き
な
が
ら
助
け
を
求
め
る
負
傷
者

で
し
た
。
人
間
が
人
間
で
な
く
な

る
よ
ラ
な
光
景
‐
正
に
地
獄
絵
で

し
た
」
と
い
ラ
話
に
、
子
供
た
ち

は
メ
モ
を
取
る
手
か
正
め
て
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
あ

原
爆
の
子
の
像
に
、
平
盛
・
小
倉
両
小
学
校
の
児
童

や
団
員
が
折
っ
た
千
羽
づ
る
を
捧
げ
る

い
福
か
将
り
ま
し
た
。

　
平
和
記
念
資
料
館
見
学
で
は
、

火
の
中
を
逃
げ
５
ラ
母
と
子
息
大

物
大
で
再
現
し
た
人
形
、
着
衣
や

弁
当
箱
な
ど
の
轡
Ｅ
、
道
端
の
累

々
た
る
死
体
や
介
護
か
曼
け
る
負

傷
者
の
写
真
な
ど
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、
思
わ
ず
顔
か
そ
む
け
た

り
、
恐
る
恐
る
見
つ
め
た
り
す
る

子
供
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
広
島
で
の
学
筥
存
え
た
子
供

た
ち
は
、
口
々
に
、
「
生
の
体
験

談
を
聴
ぐ
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
。
戦
争
の
怖
さ
、
今
の
平
和
の

あ
り
が
た
さ
が
よ
ぐ
分
か
っ
た
」
。

　
「
被
爆
し
た
人
が
｛
に
て
な
る
と
、

戦
争
が
忘
れ
去
ら
れ
て
し
示
つ
の

で
は
。
大
人
に
な
っ
た
ら
、
今
日

見
た
り
聴
い
た
り
し
た
こ
と
か
早

供
に
話
し
毒
ｙ
」
と
感
想
を
話
し

て
ぐ
れ
ま
し
た
。

　
二
十
五
人
の
子
ａ
た
ち
は
、
平

和
の
尊
さ
、
戦
争
Ｑ
悲
惨
さ
を
身

に
染
み
て
知
る
と
共
に
、
「
世
界

平
和
の
た
め
に
は
、
そ
れ
＾
ａ
Ｍ
!
ｓ

り
継
い
で
い
か
な
ぐ
て
は
な
＾
ａ
Ｈ

い
」
と
い
ラ
思
い
を
、
深
く
心
に

刻
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。

JR六地蔵（（仮称）工事始まる

平成４年夏完成予定

　
昨
年
秋
に
設
置
が
決
ま
っ
て

い
た
、
Ｊ
Ｒ
六
地
蔵
駅
（
仮

称
）
の
起
工
記
念
式
が
八
月
一

ト
式
辞
を
述
べ
る
池
本

　
市
長

日
に
挙
行
さ
れ
、
来
年
夏
の
完

成
を
目
指
し
て
工
事
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
新
駅
は
、
六
両
編
成
の
車
両

の
停
車
・
行
き
違
い
が
可
能
な

島
式
ホ
ー
ム
で
、
体
の
不
自
由

な
人
も
利
用
で
き
る
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
を
備
え
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
新
駅
の
設
ほ
を
契

機
に
、
こ
れ
を
核
と
し
た
地
域

の
整
備
を
促
進
し
、
市
の
北
の

玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

市
制
施
行
4
0
周
年
記
念

狂
言

演　目

茂山千五郎

　　ぐ人間国宝）

茂山千之丞

1
0
月
1
2
日
出
午
後
６
時
半
開
演

文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

前売り券（全自由席）

一般2,000円　高校生以下1,000円

　　　　　　　(当日各3oo円増)
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よ
く
わ
か
る
源
氏
物
語

源
氏
セ
ミ
ナ
ー

８
月
か
ら
３
回
開
講

　
市
で
は
〈
萩
、
市
教
育
委
員

会
、
「
紫
式
部
文
学
筥
イ
ベ
ン

ト
実
行
委
員
会
と
の
共
催
で
、

　
「
紫
式
部
文
学
賞
・
市
民
文
化

戸
の
第
一
回
受
賞
式
を
中
心

と
に
巡
イ
ベ
ン
ト
叔
氏
ろ
ま

ん
9
1
」
の
開
催
か
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
、
そ
の
プ
レ
ー
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

源
氏
物
語
や
紫
式
部
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
ぐ
た
め
、

「
源
氏
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。
著

名
な
専
門
家
を
講
師
に
、
源
氏

物
語
を
様
々
な
角
度
か
ら
、
分

か
り
や
す
く
話
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
日
程
・
内
容
は
下
表
の
と
お

り
。
会
場
は
文
化
セ
ン
タ
ー
小

ホ
ー
ル
で
、
参
加
は
無
料
で
す
。

書E(宇治橋通り商IS街)／西小
倉コミュニティセンター／Bi:
書m(近鉄久津川駅前)

回 日程 テ　ー　マ 講　　師

||１
8/20(火)

13:30～15:30 宇治十帖の人々
その１：大　君

関西大学教授
　清水好子さん

２
9/13宙

19:00～21:00

京ことばと源氏物語

－a然との

　　かかわりについて-

京郡府立大学女子

短v.大学部名誉教授

　中井和子さん

３
io/i8倒

13:30～15:30 宇治十帖の人々
その２：浮　舟

関西大学教tf
　清水好子さん

　
詳
１
　
く
は
企
画
課
（
内
線
２

３
６
）
へ
問
い
〈
Ｂ
せ
鳥

1287

平
和
を
願
う
催
し

　
図
書
展

　
‐
戦
時
下
の
女
た
ち
Ｉ

・
８
月
3
0
日
出
ま
で
・
中
央
図

書
館
（
月
曜
休
館
）
・
「
母
と
子

で
み
る
ひ
め
ゆ
り
の
乙
女
た
ち
」

「
女
た
ち
の
八
月
十
五
日
」
な
ど

１
０
０
冊
を
展
示

（
ヒ
ロ
シ
了

　
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真
ポ
ス
タ

　
ー
、
非
核
都
市
平
和
ポ
ス
タ

　
ー
）

②
写
真
展
１
子
供
た
ち
の
見
た

　
広
島
１
　
（
平
成
２
・
３
年
度

　
小
・
中
学
生
広
島
訪
問
団
写

　
真
）

　
・
８
月
1
7
日
出
ま
で
・
中
央
公

　
民
館
展
示
集
会
室
（
月
曜
休
館
）

　
平
和
祈
念
集
会

・
８
月
i
n
日
凶
、
午
前
１
１
時
半

～
正
午
・
市
庁
舎
玄
関
前

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

　
映
画
会

・
８
月
一
１
１
一
日
聞
。
午
後
１
時
、
３

時
半
、
６
時
の
３
回
・
文
化
セ

ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
ー
「
八
月
の

狂
詩
曲
（
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
）
」
「
夏

服
の
少
女
た
ち
」
の
２
本
立
て

　
企
画
展

①
ポ
ス
タ
ー
展

伝
え
て
い
き
た
い
こ
の
平
和

平和の尊さ・戦争の悲惨さを学ぶ

　
宇
治
市
平
和
都
市
推
進
協
議
会
で
は
昨
年
に

引
き
続
き
、
七
月
二
十
九
・
三
十
日
の
二
日
間
、

小
学
六
年
生
・
中
学
一
年
生
二
十
五
人
を
広
良

へ
派
遣
。
子
供
た
ち
は
、
被
爆
体
験
者
の
講
話
や

平
和
記
念
公
園
な
ど
の
見
学
を
通
じ
て
、
戦
集

の
恐
ろ
し
さ
、
平
和
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

な
た
た
ち
の
英
知
に
よ
っ
て
、
二

十
一
世
紀
の
世
界
平
和
を
守
り
続

け
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
言

葉
に
、
し
き
り
に
ラ
な
ず
い
て
い

ま
し
た
。

　
二
日
目
、
同
じ
ぐ
語
り
部
の
久

保
浦
寛
人
さ
ん
か
ら
、
「
被
爆
者

で
あ
る
私
に
と
っ
石
終
然
と
は
、

自
分
が
死
ぬ
と
き
で
す
。
四
土
〈

年
前
の
事
実
を
足
場
に
、
次
の

世
代
の
平
和
を
築
い
て
い
っ
て
ほ

し
い
。
過
ち
か
正
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
こ
こ
で
平
和
に
つ
い

て
勉
強
し
た
あ
な
た
た
ち
で
す
」

と
の
話
か
聴
い
た
後
、
久
保
浦
さ

ん
の
案
内
で
、
平
和
記
念
公
園
を

歩
き
ま
し
た
。
そ
し
て
原
爆
の
子

の
像
に
、
各
自
が
持
ち
寄
っ
た
千

引
つ
る
を
捧
げ
、
原
爆
供
養
塔
で

こ
こ
に
眠
る
多
く
の
人
た
ち
の
め

８
月
1
5
日
正
午
か
ら

１
分
間
の
黙
と
う
を

お
話

末
広
が
り

附
子

鎌
腹
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市
民
の
ひ
ろ
ば

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
教
育
職

員
免
許
状
か
痔
ち
、
登
録
舎
希
望

す
る
人
は
、
市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
か
ほ
っ

て
、
教
育
委
員
会
総
務
課
（
〒
6
1
1

宇
治
琵
琶
4
5
、
内
線
４
６
４
）
へ
。

郵
送
可
。

　
府
民
総
体
ボ
ウ
リ
ン
グ

　
市
予
選
会

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
1
6
日
向
、
午
前

９
時
開
会
▼
と
こ
ろ
・
：
醍
醐
ボ
ウ

ル
▼
対
象
・
・
・
1
8
歳
以
上
の
市
内
在

住
か
在
勤
の
人
で
編
成
鳶
ハ
た
チ

ー
ム
（
選
手
は
Ｉ
人
）
▼
参
加
費

・
・
・
6
0
0
0
円
▼
申
し
込
み
…
８

Ｏ
円
（
開
講
式
当
日
の
持
参
可
）

▼
申
し
込
み
・
・
・
８
月
2
0
日
㈹
ま
で

に
、
は
が
き
で
市
連
合
喜
老
心
一

事
務
局
（
〒
Ⅲ
宇
治
琵
琶
4
5
・
総

ふ
福
祉
会
館
内
、
豊
2
4
・
0
1
8

7
）
へ
申
し
込
ひ
か
、
４
ぐ
の
地

区
喜
老
会
会
長
へ
。

月
3
1
日
出
ま
で
に
、
市
体
育
協
会

事
務
局
（
〒
6
1
1
五
ヶ
庄
三
番
割
・

黄
柴
体
育
館
内
、
公
3
2
・
1
9
0

5
）
、
市
民
体
育
課
（
〒
Ⅲ
宇
治

琵
琶
4
5
、
内
線
４
７
８
）
、
醍
醐

ボ
ウ
ル
（
〒
6
1
1
六
地
蔵
奈
良
町
7
4

－
１
、
萱
3
2
・
3
2
2
2
）
の
い

ず
れ
か
へ
、
参
加
費
夕
添
え
、
持

参
か
郵
送
で
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
実
技
講
習
会

　
▼
と
き
・
＝
８
月
3
1
日
印
、
午
後

Ｌ
時
と
３
時
半
の
２
回
▼
と
こ
ろ

…
黄
柴
体
育
館
▼
対
象
・
・
・
1
5
歳
以

上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
▼
定
員

・
・
・
各
先
着
3
0
人
▼
費
用
・
・
・
1
0
0

0
円
（
要
印
鑑
）
▼
申
し
込
み
・
：
８

月

1
8
E
面
、
午
前
９
時
か
ら
同
体

育
館
（
a
3
3
・
4
0
0
1
）
へ
。
顔

写
其
（
３
り
×
２
・
５
急
が
必
要
。

お
知
ら
せ

　
中
学
卒
業
認
定
試
験

　
義
務
教
育
諸
学
校
へ
の
就
学
を

猶
予
・
免
除
芦
れ
た
人
を
対
象
に

みんなで守ろう

　　　三ない運動

中
学
校
卒
業
程
度
の
認
定
試
験
を

行
い
ま
す
。
こ
の
試
験
に
合
格
し

た
人
は
、
高
等
学
校
入
学
資
格
が

得
ら
れ
未
す
。

　
▼
と
き
・
：
Ｈ
月
８
日
倒
▼
と
こ

ろ
…
京
都
府
教
育
庁
会
議
室
（
上

京
区
下
立
売
通
新
町
西
入
る
）
▼

申
し
込
み
・
問
公
Ｂ
せ
・
：
９
月

４
日
團
ま
で
に
、
京
都
府
教
育
庁

学
校
教
育
課
（
き
０
７
５
・
４
５

１
°
（
6
1
1
1
）
へ
Ｏ

　
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
1
4
日
伽
、
午
後

市
民
文
化
祭

出
展
作
品
　
出
演

団
体
　
募
集

　
十
月
二
十
五
日
吏
ぶ
、
文
化

セ
ン
タ
ー
な
″
に
ｉ
「
ふ
れ
あ
い
で

た
か
め
よ
之
石
の
文
化
」
を
テ

ー
マ
に
、
市
民
文
化
祭
を
開
催
し

未
了
。
そ
の
出
展
作
品
、
出
演
団

体
か
募
集
し
乖
ゐ
で
、
奮
っ
て

ｔ
Ｍ
募
く
だ
さ
い
。

　
▼
展
示
の
部
・
・
・
〈
第
１
部
〉
1
0

月
2
5
日
廊
ふ
斜
面
―
園
芸
・
山

野
草
・
手
工
芸
・
水
石
・
拓
本
〈
第

２
部
〉
‥
‥
１
１
月
１
日
倒
Ｔ
３
日
例
＝

盆
栽
・
額
装
品
・
書
道
・
映
像
〈
第

３
部
〉
Ｈ
月
８
日
図
～
1
0
日
㈲
＝

木
彫
・
木
工
・
写
真
・
陶
工
芸
・

文
芸
・
生
け
花
。
会
場
は
、
第
１

部
・
第
２
部
は
中
央
公
民
館
、
第

３
部
は
宇
治
公
民
館
▼
発
表
の
部

・
・
・
0
1
1
月
３
日
冊
１
眉
・
合
奏
・

三
曲
'
＼
m
-
吟
詠
0
1
1
月
４
日

㈱
―
舞
踊
・
謡
曲
。
会
場
は
、
い

ず
れ
も
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
参
加
資

格
・
：
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
す

泰
人
か
そ
れ
ら
で
組
織
さ
れ
た
団

体
（
発
表
の
部
は
Ｉ
人
以
上
の
団

体
に
限
る
）
▼
参
加
費
・
・
・
展
示
の

部
は
無
料
。
発
表
の
部
は
Ｉ
団
体

に
つ
き
出
演
者
数
に
２
０
０
円
を

掛
け
た
額
に
2
0
0
0
円
を
加
え

た
額
▼
申
し
込
み
・
：
８
月
1
2
日
囲

～
2
3
日
圖
ま
で
に
、
市
民
文
化
祭

実
行
委
員
会
事
務
局
（
社
会
教
育

課
内
、
内
線
４
７
５
）
へ
。

３
時
半
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

図
書
館
集
会
室
▼
内
容
…
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
ほ
か
▼
対
寧
・
・
３
、

ｔ
歳
児
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼
申
し

沃
ぶ
・
：
当
日
直
接
会
場
へ
▼
問
い

〈
Ｂ
せ
・
・
・
中
央
図
書
館
（
雲
2
0
・

1
-
ｉ
Ｄ
ｉ
-
H
i
-
l
)
へ
Ｏ

　
ワ
ー
プ
ロ
（
初
級
）
講
座

　
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
次
の
と
お
り
、
ワ
ー
プ
ロ

（
初
級
）
講
座
を
開
き
栄
す
。

　
▼
期
間
・
・
・
９
月
１
日
～
1
0
月
1
3

日
ま
で
の
毎
週
日
曜
、
６
回
。
午

後
Ｌ
時
ト
ー
時
半
▼
定
員
・
・
・
2
0
人

▼
受
講
料
・
・
・
7
8
0
0
円
▼
申
し

込
み
・
問
い
令
り
せ
・
・
・
同
セ
ン
タ

－
i
ｔ
ｓ
4
6
・
0
6
8
8
）
へ
。
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宇治市訪問団　咸陽市へ

　
宇
治
市
と
中
国
・
咸
陽
（
か

ん
ぷ
つ
）
市
と
の
友
好
都
市
提

携
五
周
年
を
記
念
し
て
、
池
本

正
夫
市
長
を
団
長
と
す
る
訪
問

団
（
二
十
七
人
）
が
咸
陽
市
を
訪

れ
、
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

　
七
月
二
十
二
日
に
出
発
し
た

一
行
は
、
二
十
四
日
に
咸
陽
市

役
所
を
表
敬
訪
問
。
続
い
て
、

友
好
都
市
提
携
五
周
年
記
念
式

典
に
出
席
し
、
式
典
終
了
後
は
、

城
陽
市
の
人
た
ち
と
一
緒
に
、

記
念
碑
の
除
幕
と
記
念
植
樹
を

行
い
、
今
後
の
友
好
か
共
に
誓

い
ま
し
た
。

　
公
式
行
事
後
に
は
、
両
市
長

の
会
談
が
行
わ
れ
、
李
錦
江
（
り

４
ん
こ
う
）
・
咸
陽
市
長
か
ら
は
、

経
済
交
流
を
は
じ
め
、
各
界
の

相
互
Ｚ
原
産
め
た
い
と
の
熱

心
な
意
見
が
出
吝
れ
、
池
本
市

長
も
、
多
方
面
に
わ
た
る
交
流

m
め
る
こ
と
に
よ
り
、
両
市

の
発
展
に
努
力
し
た
い
と
述
べ

ま
し
た
。

　
一
行
は
、
翌
二
十
五
日
に
同

市
内
奮
見
学
す
る
な
少
』
し
て
、

二
十
九
日
、
帰
国
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
宇
治
市
音
楽
連
盟
音

楽
交
流
訪
中
団
（
団
長
＝
岡
本

茂
樹
同
連
盟
会
長
・
四
十
五
人
）

も
咸
陽
市
を
訪
問
し
、
二
十
四

日
の
交
換
演
奏
会
で
、
同
市
民

や
宇
治
市
訪
問
団
に
、
合
唱
や

器
楽
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
側
か
ら

も
器
楽
や
舞
踊
な
と
が
演
じ
ら

れ
、
音
楽
を
通
じ
た
交
流
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

４
日
本
ｓ
歌
な
ど
を
披
露
す
る
宇

　
治
市
音
楽
連
盟
２

ト
咸
陽
市
役
所
前
で
子
供
た
ち
や

　
市
民
の
歓
迎
を
受
け
る
一
行

t J ~ l f ' －
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福
祉
・
年
金

　
母
子
家
庭
等
の

　
児
童
扶
養
手
当

　
認
定
請
求
と
現
況
届

　
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
口
父
と

生
活
を
共
に
で
き
な
い
児
童
の
ほ
、

父
が
体
な
ど
に
障
害
の
あ
る
児
童

の
ほ
、
あ
る
い
は
に
に
代
わ
っ
て

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
、
児

童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
昭
和
六
十
年
八
月
一
日
以

降
、
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら

五
年
か
過
ぎ
る
と
、
原
則
と
し
て

乖
当
の
請
求
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
詳
し
ぐ
は
福
祉
年
金
課
母
子

児
童
福
祉
係
（
内
線
３
３
６
）
へ
問

い
合
わ
せ
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
現
在
こ
の
手
当
か
受
け

て
い
る
人
（
支
給
停
止
の
人
も
含

老人大学を開講

申し込みは8月20日までに

む
）
は
、
八
月
三
十
一
日
出
ま
で

に
、
同
課
に
現
況
届
夕
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
の
な
い
場
合
、

手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
ａ
定
請
求
と
所
得
状
況
届

　
目
や
耳
、
体
の
不
自
由
な
児
童
、

日
常
牛
活
夕
前
限
さ
れ
る
程
度
の

病
気
の
児
童
、
知
恵
遅
れ
や
情
緒

障
害
の
児
童
な
ど
を
、
家
庭
で
育

て
て
い
る
父
ほ
ま
た
は
父
母
に
代

わ
る
養
育
者
に
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
が
支
給
さ
れ
未
了
。
支
給
に

は
所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
車
ゐ

で
、
詳
し
ぐ
は
福
祉
年
金
課
母
子

児
竜
福
祉
係
（
内
線
３
３
６
）
へ

問
営
お
せ
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
現
在
こ
の
手
当
を
営
け

て
い
今
人
（
支
給
停
止
の
人
も
含

む
）
は
、
八
月
三
十
一
日
出
ま
で

に
、
同
課
に
所
得
状
況
届
か
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
の
な
い
場

合
、
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、
今
年
も
、
考
人
大
学

か
間
催
し
柔
ｙ
。
こ
れ
は
、
高
齢

者
の
皆
さ
ん
に
、
新
し
い
知
識
や

豊
か
な
教
養
か
身
に
付
け
、
目
ま

ぐ
る
し
ぐ
変
化
す
る
現
代
社
会
の

中
で
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る

忠
蓼
逞
っ
て
い
た
だ
ぐ
た
め
、

市
襲
管
老
会
に
委
託
し
で
仔
う

老人大学の日程・内容

　
老
齢
福
祉
年
金

　
８
月
期
証
書
の
回
収

　
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
以
前

に
生
次
れ
、
老
齢
福
祉
年
金
か
受

け
て
い
る
人
は
、
八
月
十
一
百
以

降
、
郵
便
局
で
年
金
鷺
巧
駈
っ

た
そ
の
場
で
、
多
－
か
じ
の
お
送

り
し
て
い
る
封
筒
に
証
書
を
入
れ
、

郵
便
局
窓
口
に
渡
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
こ
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、
次
の

年
金
の
支
払
い
が
で
き
ま
'
？
>
ん
の

で
、
十
分
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。
問

い
合
わ
せ
は
福
祉
年
金
課
国
民
年

金
係
（
内
線
２
９
９
）
へ
。

募
集

小
・
中
学
校
の
講

師 登
録
者
を
募
集

市
内
小
・
中
学
校
の
講
師
登
録

も
の
で
す
。
皆
ポ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ホ
チ
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
左
表
の
と
お

り
。
開
講
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午

前
９
時
半
▼
と
こ
う
・
・
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
▼
対
象
・
・
・
市
内
在

住
の
6
0
歳
以
上
の
人
▼
定
員
・
・
・
先

着
１
３
０
叉
▼
受
講
料
・
・
・
１
０

日　時 内　　容 講　師

8/24
(士)

9:30～
　io;oo

開　講　式 /
1(〕:00～

　11:30
社会問題について

京都新聞論説委員

久津間保治さん

8/25
(日)

9:40～
　11:30

激動の昭和を生きて
　　私たちは何を…

田辺町社会教育委員

林　憲三さん

8/27
(刈

9:40～
　11:30

私の人生観
東福寺管長

福島　慶道さん

8/28
團

9:40～
　11:30

美しく年を重ねる

　　　　ために

高齢問題評論家

伊東真理子さん

8/29
俐

9:40～
　10:20

長寿社会の到来 宇治市福祉部長

10:30～

　11:30
(未　　　定) 映画評論家

小森　和子さん

8/30
(金)

9:40～
　II:00

60歳は成人式
　　今からやるぞ./

レツツゴー正児
　　　　　　さん

11:00～
　11:30

閉　講　式 /

8月24日から

ス
ポ
ー
ツ

市制40周年記念

譲ってほしい・譲りたい品物は登録を

リサイクル情報センター開設中
自治振興課内・内線385

8
月
3
0
日
ま

で

寄付の禁

止
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